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■たくさんの立候補が意味するものは・・・ 
・ １０月１２日（月）体育館を会場に行われました。今回は７つの役職に対して、１３名の１、２年生が立

候補しました。多くの学校では信任投票のケースがほとんどであり、小学校では選挙自体を行わないという

こともあるようです。そのような中、本校は「学校のこと、生徒会のこと、自分たちの学校生活のこと」を

真剣に考えて、『よりよくしたい』と先頭に立って頑張りたいと考えてくれる生徒が多い、と捉えています。

ありがたいことです。立候補者の皆さんの挑戦しようとする気持ちは大いに評価しなければいけません。 

 
■新しい様式の立会演説会 聴く側の真剣なまなざし 

・ 従来の立会演説会と言えば、全校生徒が体育館に一堂に会し、立候補者がタスキを肩に、ステージ上から

演説していました。今年は、担当の中島玲子教諭が考えた新しい様式－それは事前に VTR 録画したものを、

当日体育館で上映する演説会です。しかも、体育館は学年ごとに実施し、感染防止に配慮しました。運営は

選挙管理委員がそれぞれの学年を担当したため、それはそれで新鮮でした。ただ、〇〇〇〇（３年）選挙管

理委員長については、３回もあいさつをしてくれました。（ノー原稿 Very Good）お疲れさまでした。 

    すべての学年の演説会を見に行きましたが、スクリーンに映し出される映像を真剣なまなざしで見ている

生徒たちの姿がありました。その姿から、挑戦しようとする立候補者に対して、認めようとする気持ちを大

いに感じました。 

  演説の後には、体育館内にて苫小牧市選挙管理委員会から「本物」の投票グッズを借りての投票でした。

これも将来の望ましい？有権者につなげる学習の一つです。 

 
■立補者が目指す明倫中学校とは？（順不同） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

第 44期生徒会立会演説会及び投票から 

・今できる活動を活発化させ、全校生徒が安心して取り組める環境をつくる 

・笑顔あふれる学校 

・しっかりと挨拶をすること、校則を守れるような環境づくりの徹底 

・チャイムをあえてなくすことで、時間を守れるようにする「ノーチャイムデー」、授業の評価を逆に生徒

がする「逆評価制度」、「芸体教科がある日は登校を除くジャージでの生活を許可する。」 

・コロナ禍でも行うことができる行事を企画する。 

・不登校の人を「家じゃなくて学校に行きたい」と思わせたい。わからないところがあれば誰にでも聞け

る雰囲気をつくりたい。 

・毎日皆さんが成長を感じられる学校 

・ルールを自ら守れる生徒がいっぱいの学校 

・一人一人が人を思いやることができて、協力し合える学校 

・切磋琢磨し、全員が過ごしやすい学校 

・明倫中学校の生徒の皆様のために最善を尽くします 

・生徒会を通して楽しく通える学校 

・生徒一人一人がきまりを守れる学校、他人の事を思いやれるような学校 



□ボランテイア部の皆さん いつもありがとう！！ 

・ 土曜日学校に用事があって出勤したところ、玄関で女子生徒数名が気持ちのいいあいさつで出迎えてくれ

ました。彼女たちはボランテイア部員。活動として毎週末に玄関や廊下の消毒液補充作業をしてくれていま

す。ボランテイア部は大会や練習試合等の活動はないものの、学校のために確実に役に立ってくれています。

ありがとうございます。そのような活動の他にも、絵画や標語のコンクールの入賞者を輩出しており、今年

も「私のアイアイコンテスト（毎日新聞主催）」では『学校賞』を受賞しました。今後もボランテイア部の

皆さんの活動が周りの人たちを笑顔にし、大いに評価されることを期待しています。 

 

 

 

 10月 14日（水）・15日（木）の 1泊 2日、札幌市内を中心に宿泊研修に行って

きました。1日目の大倉山で雨にあたり、バスの中で昼食をとりましたが、それ以

外は計画通りに終えることができました。特に 1 日目の藻岩山登山から帰ってき

たときの、みんなの達成感と疲労感が混じった表情が印象的です。何度も手の消

毒や検温する場面がありましたが、ひとりの発熱もなく、大きなけがもなく無事

に終えることができました。スローガン「We must」の後に続く「enjoy（楽しむ）」、

「mask（マスク）」、「up（成長）」、「study（勉強）」、「try（挑戦）」を実践し、2年

生としての「責任」を果たした 2日間だったと感じています。 

 さて、今年は宿泊研修が秋になり、偶然ではありますが、ここから 2 年生が部

活動や生徒会の中心となる節目でもあります。宿泊研修で見えた個人や集団の課

題を、生徒会や部活動を含めた学校生活に生かしてほしいと願っています。 

新しい明倫中学校を創る担い手となり、活躍することを楽しみにしています。 

（団長：教頭 赤松 政彦） 

 

 

 

【美術部】 

・第 29回ＢＵＮＫＡファッションデザイン画コンクール（北海道文化服装専門学校主催） 

田山淳朗賞   〇〇 〇〇さん（２年〇組） 

入  選    〇〇 〇〇さん（1年〇組） 

【バスケットボール】 

 ・東胆振中体連秋季バスケットボール大会  女子バスケットボール部  優 勝  

 

【野球】 

                           ・東胆振中体連秋季野球大会  準優勝 

 

【その他】 

                           ・   

最優秀賞 〇〇 〇〇さん（3年 4組） 

 

「We must…」 ～2 年生宿泊研修終了～ 


